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不誠実回答は認めない！
生コン関連団体第３回集団交渉

大
阪
広
域
協
組
は

約
束
を
履
行
せ
よ

必
要
コ
ス
ト
含
め

価
格
の
設
定
を
！

表
が
打
ち
出
さ
れ
た
。
当
時

の
出
荷
数
量
を
１
工
場
当
た

り
月
間
６
０
０
０
㎥
と
想
定

し
、
標
準
物
で
１
４
３
３
０

円
、
車
輌
は
18
台
と
し
た
。

  

し
か
し
、
今
回
は
生
コ
ン
価

格
を
決
め
る
と
き
に
標
準
原

価
を
公
表
し
て
い
な
い
。
今

日
の
年
間
出
荷
量
５
５
０
万

㎥
か
ら
す
る
と
１
工
場
当
た

り
月
間
３
６
０
０
㎥
の
想
定

で
、
車
輌
は
13
台
〜
14
台
、

人
員
は
１
．
１
人
な
の
で
14

人
必
要
だ
。
労
働
側
は
「
経

営
者
会
で
、
運
賃
や
人
件
費

も
含
め
た
生
コ
ン
原
価
を
計

算
す
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
。

な
ぜ
出
さ
な
い
の
か
。
出
荷

量
か
ら
見
て
ど
れ
く
ら
い
の

価
格
設
定
が
必
要
か
も
分
か

　
３
月
23
日
、
協
同
会
館
ア

ソ
シ
エ
で
16
春
闘
第
３
回
集

団
交
渉
が
行
わ
れ
た
。

　
こ
の
日
は
有
額
回
答
日

だ
っ
た
が
大
阪
兵
庫
生
コ
ン

経
営
者
会
は
何
の
回
答
も
用

意
し
て
い
な
か
っ
た
。

  

労
働
側
が
「
広
域
協
組
は
雇

用
基
金
（
１
０
０
円
／
㎥
）

を
６
月
か
ら
全
出
荷
量
に
す

る
と
約
束
し
た
が
、
理
事
会

決
議
し
て
い
る
の
か
」
と
の

問
い
に
、
経
営
者
会
代
表
は

決
議
さ
れ
て
い
な
い
と
回
答
。

こ
の
１
０
０
円
基
金
は
、
広

域
協
組
設
立
時
に
労
組
と
の

約
束
で
あ
る
。
経
営
者
会
も

当
事
者
で
あ
り
広
域
協
組
へ

の
申
し
入
れ
を
確
認
し
た
。

　
ま
た
、
値
戻
し
効
果
が
徐
々

に
浸
透
し
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
直
系
工
場
は
経
営

者
会
に
加
入
せ
ず
、
１
０
０

円
基
金
も
支
払
わ
ず
に
、
値

戻
し
の
成
果
を
独
り
占
め
し

て
い
る
。

  

労
働
側
は
「
広
域
協
組
全
社

が
経
営
者
会
に
加
盟
し
、
同

等
の
負
担
を
す
べ
き
で
あ
る
」

と
厳
し
く
指
摘
し
た
。

　

22
年
前
に
広
域
協
組
を
立

ち
上
げ
た
と
き
に
標
準
原
価

９４年の広域協組設立時に作成された標準原価表

る
は
ず
。
そ
れ
も
せ
ず
に
出

荷
量
が
少
な
い
か
ら
経
営
が

苦
し
い
と
い
う
の
で
は
誠
実

な
回
答
を
し
て
い
る
と
は
言

え
な
い
」
と
し
て
強
く
是
正

を
求
め
た
。
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  また、経営者会は各企業間で
格差があるとしているが、格差
を作ったのは経営側であること
を指摘した。
　協同組合に加入する企業は、
未組織既組織問わず経営者会に
入らなければならない。１９７
９年の時は全社が「経営者会」
に加盟していた。工組・協組の
役員は経営者会の役員も兼務し
ていた。なぜなら、経営者会を
作って労使関係が安定しなけれ
ば業界が乱れるからである。
　その時に、未組織を含めて賃
金・労働条件や１０４日の年間
休日が統一された。
　その後、休日は統一されてい
るが、賃金や運賃はバラバラで
ある。
  この状態では、協同組合の団
結基盤が崩れることになる。団
結基盤を強化するためには近圧
協組がやっている、未組織既組
織問わず経営者会に加入すると
いうシステムが必要だ。それが

機能していけば、格差は発生し
ない。自らが格差を発生させな
がら、労使関係のある企業が体
力を失っているので、未組織企
業に合わせるという発想は間
違っている。

  
  いま、正規労働者が３０％で
非正規が７０％という状態を異
常と見るのか正常と見るのかが
問われている。このことが労基
局や職安から指摘され、日々雇
用の印紙購入がストップさせら
れている現状がある。
  

  このような不誠実な回答では、
次回の最終交渉で解決するはず
がない。解決しなければ行動し
かないこと通告した。
　経営者会は、最終日までに代
表折衝で協議を重ね、解決を図
るために努めると表明。代表折
衝に期待して第３回集団交渉を
終えた。

賃金や運賃に格差が…

日々雇用が多数は異常！

代表折衝で解決を図る

労組が企業の体力を奪うという発想は間違い

次回３月３０日 最終回答

小
委
員
会
で
は
問
題
解
決
し
な
い

　
　  
回
答
次
第
で
行
動
す
る
こ
と
を
通
告
！


